
 わが社は「地域に根ざす木の家づくり」を経営理念とし、

　　　　　　　　次の方針に基づいた経営を実践する。

1.産地の明らかな素材で、作り手の顔が見える、

　　　　　　　　安全で良質な家づくりを実現します。

3.住まい手(顧客)の健康に配慮した自然素材へのこだわり、

4.地球環境に極力負荷をかけない家づくりを通じて、

2.5Ｓを基本にした安全な職場環境を醸成できる人材養成

3.創意と工夫に基づいた家づくりができる人材養成
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　　　　　　　　地域に根ざした住文化の新たな創造を目指します。

　　　　伝統的な工法にこだわった家づくりを目指します。

　　　　　　　　地域循環型社会への貢献を目指します。
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 成熟型社会が進展するなど限られた住宅需要の激しい競争の中で、企業が生
き残っていくためには、本物の木の家の良さを顧客に訴えかけるとともに、
独自色を強く打ち出し、かつ的確な顧客ニーズを掘り起こした'家づくり'を
していくことが重要である。
 このような基本的な考え方を全社員が共有するため、次の基本方針に従って
人材養成を実施する。

1.一層の品質向上を目指し、
　　　　日々の技術技能の研鑽に努める人材養成

2.本物の木の家を求める顧客と作り手が協力し合って、

4.木の良さを提案できる社員であると同時に、
　　　　社会の一員としの素養を備えた人間形成を目指す人材養成


